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電動キックボードの安全運転の学習をサポートする
アプリケーション
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研究目的

キックボードをこれから始める人に向けて、
ルールの学習、運転の改善をサポートする。

研究方針
走行データを測定
→対象者の運転を項目ごとに評価し、
学習をサポートする。

・開発環境
Python、OpenCVで評価、記録部を開発。[2]
表示はAndroid StudioでJavaを用いて開発。

設計
-ライブラリ
・OpenCV
→カメラのキャプチャに使用する
・TensorFlow
→標識の認識に使用する。
・Keras
→モデルの作成に使用する
-モデル
標識の認識にCNNモデルを使用する。[2]

1.走行
①外部カメラにて標識、信号を認識し、
動作を記録する。

②加速度センサにて急加速、急減速の検出。
③法定速度とそれを踏まえた速度違反
→違反回数をカウント

２．評価
データをもとに採点

安全性、基本動作、速度の3項目で採点
減点方式で採点を行う
→各項目の点数をもとにアドバイスを表示。

図2 評価画面1   図3 評価画面2

実装

・三角レーダーチャートの表示

・走行時の危険運転を知らせる画面

図4 レーダーチャートの表示  図5 走行時の警告画面
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今後の課題

・実装の作業を継続
・評価実験を行う
→モデルの評価、動作の検知など

・結果を踏まえ、改善を施す

研究背景

現在、電動キックボードは普及の兆しを見せている。
2023年7月の法改正により、16歳以上なら使用可能になったため、
さらに使用者が増えたといえる。しかし、電動キックボードの事故件数は
法改正から増加している[1]。これは、キックボードの使用を始めるハードルが
下がり、ルールを知らないまま運転してしまう人がいるからだと考えた。

 図1）増加の様子がわかるグラフ
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